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                         (基準様式第２号) 

   支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

 令和６年１月 １５日 

事業実施地区 篠ノ井地区 

事業名 篠ノ井史跡・名所巡りパンフレット校正及び増刷事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名）篠ノ井歴史の会 

（代表者名）会長 宮入 正純 

（連絡先）連絡担当者 氷熊 光久 090―1767－7232 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

□Ｒ３年度一冊にまとめたガイドブックを発刊した。この本は小学校で有効 活用され

副教材に使用されている。最新であるガイドブックと各地区のパンフレットと不整合が

生じ学習用としても不都合が生じたため、３年かけて各地区のパンフレットを校正し、

増版印刷し提供する。 

□駅構内パンフレットなど正しい資料を提供し篠ノ井の文化財を継続的な情報発する。 

増版により駅ラック等の展示が途切れることのないよう、補充できる。 

【事業完了日】 

令和 6 年 1月 1５日 

【総事業費】 

150,000 円   

【補助金額】 

120,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

パンフレット印刷事業の内容  （古墳、布施の戦、まちなか歴史探訪、中央地区、塩崎地区） 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

①パンフレット校正印刷（西部山麓古墳、布施の戦いの地、篠ノ井まちなか歴史探訪）を 1,000 部印刷

し本事業の成果物を用いて小学校又は中学校の現地案内に使用していく。また、需要の高い中央地区、塩

崎地区の各 1,000 部の増版し、今後見込まれる篠ノ井・塩崎地区を訪れる歴史探訪愛好者に備えた。 

②将来の篠ノ井や次世代を担う人材育成は、郷土の歴史を学ぶことや文化財との触れあいの機    

会かに多くなければ故郷を愛することに繋がらないことを踏まえ、今年から来年度に渡り、小学校や中

学校の生徒の見学会開催を重点のテーマとして地味ではあるが底辺拡大に努めたい。 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  ○   

事業の効果      ○   

特記事項 

（評価理由等） 

① 最新パンフレットで案内できた。  

② パンフの数量も心配なく配布可能となった。 

 

■今後の取組予定 

① パンフレットの内容についても時代の変化に応じ校正し常に新鮮な情報に変えて行かなけ

ればならない。パンフを作成後 10 年経過したものもあり、常に問題がないかなどの再チェ

ックは必要なことから関係の地元区長や学識経験者などと意見交換しての見直しや内容の

リニュアルも検討の時期でもある。来年度には、増版予定の箇所から再度の校正及び見直し

に着手したい。 

② 日常の様々な活動は、近い将来（4 年後を想定して）の篠ノ井市誌編纂へと繋げる史資料を

足がかりにして活動を深度化させていかなければならないと考えている。 













支所発地域力向上支援金　事業評価（篠ノ井支所）

事業名

団体名

5

効果があった

に存在した時代を感じ、地域文化に興味を持ち、文化財の継承、保護につながる

意識が高まることを期待する。

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

　このパンフレットは、篠ノ井の史跡、名所を紹介するうえで、わかりやすい解説に

写真が添えられ、サイズも使いやすい。今後、計画されている小中学生を対象と

した現地案内でも活用されることにより、身近な歴史から郷土愛の醸成を育むこと

につながる。

　このパンフレットを手にした市民が、篠ノ井地区の史跡、名所を巡りながら、過去

大いに見込める

効　果

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

特に効果があっ
た

1 2 3 4 5

将来性

見込めない あまり見込めない 普通 見込める

大いに必要性
があった

1 2 3 4 5

必要性がなかった
あまり必要性が

なかった
普通 必要性があった

1 2 3 4

必要性

(基準様式第３号)

令和6年1月31日

篠ノ井史跡名所巡りパンフレットの増刷事業

篠ノ井歴史の会

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 教育文化活動
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